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募集のご案内募集のご案内募集のご案内募集のご案内 

平成１６年４月 

 

   

  ＩＰＡ・ＳＯＦＴＩＣの「ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー２００４」は、コンピュータ・ソフトウエアをよ

り多くの人に知っていただき、また、利用していただくために、２００４年における優れた『ソフトウェア・プ

ロダクト』を表彰するものです。 

  ぜひご応募下さい。 

  

 

  第１６回を迎える本年度も別紙要領で本表彰の候補となるソフトウェア・プロダクトを広く募集いたします。

多くのご応募をお待ちしております。 

 

    共催：        独立行政法人 情報処理推進機構（ＩＰＡ） 

財団法人 ソフトウェア情報センター（ＳＯＦＴｉＣ） 

 

事務局      財団法人 ソフトウェア情報センター（ＳＯＦＴｉＣ） 

 

    後援：(予定含む)  経済産業省 

                朝日新聞社 

                日刊工業新聞社 

 

    協力：(予定含む)  社団法人 情報サービス産業協会 

                財団法人 データベース振興センター 

社団法人 電子情報技術産業協会 

                社団法人 日本オフィスオートメーション協会 

                社団法人 日本システムハウス協会 

                社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 

                社団法人 日本パーソナルコンピュータソフトウェア協会 

                社団法人 パーソナルコンピュータユーザ利用技術協会 

 

    申請締切 ：  平成１６年６月２５日（金） 

                

    発    表 ：  平成１６年９月中旬
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  あらゆる分野でコンピュータが利用されるようになり、複雑な業務についても迅速、的確に処理できるソフ

トウェアが開発されるようになって参りました。コンピュータを容易に低価格で使えるようにするため、汎用性

のあるソフトウェアがわが国でも数多く販売されることが期待されています。 

  このような期待に応えるため、汎用ソフトウェアの開発意欲を高めることにより、多くの良質なソフトウェア

製品の供給を推進し、利用者の関心を高めつつ、利用の促進を図り、さらに、ソフトウェア・プロダクト市場

の拡大及び充実を促進することを目的に、ソフトウェア・プロダクトの表彰制度を平成元年から実施しており

ます。なお、これまでは財団法人ソフトウェア情報センターが主催してまいりましたが、平成１６年度から独

立行政法人 情報処理推進機構との共催となりました。  

 

  コンピュータ利用分野の新たな開拓、今後の情報化社会の先導、コンピュータ利用の高度化、社会公

共活動等に貢献し、そして今後の発展、拡張が見込まれるソフトウェア・プロダクトを表彰いたします。 

  大型汎用機からパソコンまで、いろいろなコンピュータで利用できる各種基本ソフトウェアからアプリケー

ション・ソフトウェアまで、広く販売されている汎用ソフトウェアを対象にしております。 

  これまでに表彰されたプロダクトは７８件に達しております。昨年度は 〔システム分野〕ＡＤ－ＰＯＷＥＲｓ®、

〔ビジネス・アプリケーション分野〕サイボウズ ガルーン、〔エンジニアリング分野〕高速・高安定型連立一次

方程式計算ソルバ Super Matrix Solver 、〔ソーシャル／ライフ分野〕携帯用会話補助装置 トークアシスト

の４件が表彰されました。 

 

Ⅰ〔募集要項〕 

Ⅰ－１．対象とする分野：次の４分野を設定しております。該当する分野が不明確な場合は空欄でご応募

下さい。内容により、後日、分野を変更する場合がありますのでご了承下さい。 

 

    １）システム分野 

      〔ネットワーク、グループウェア、データベース、システム開発、システム運用、情報セキュリティ関連､

利用環境支援等〕 

           例：ファイル転送、分散システム構築ツール、ＤＢＭＳ、検索エンジン、統合型ＣＡＳＥツール、

暗号化処理、個人識別、ウイルス対策、コンピュータ自動運用管理、ネットワーク管理、マ

ルチメディアコンテンツ開発支援、データウェアハウス関連、オーサリング等 

 

    ２）ビジネス・アプリケーション分野 

      〔一般ビジネス業務（行政含む）の計画・管理・処理、エレクトロニック・コマース、Ｅ 

        ＲＰ、ＳＣＭ、ＧＩＳ等〕 

           例：ワープロ、表計算、プレゼンテーション・ツール、統合オフィスシステム、メ            

ーラー、ブラウザ、ＤＴＰ、経営計画・管理、意思決定支援（ＤＳＳ）、プロジェクト管理、財

務会計、人事・給与、販売・在庫、翻訳、ビル集中管理、知識管理等 

 

    ３）エンジニアリング分野  

      〔設計、技術計算、分析、研究、生産等〕 

           例：ＣＡＤ 、ＣＡＭ、Ｃ ＩＭ、ＣＧ、構造解析、リモートセンシング画像解析、製            

造制御支援、耐震シミュレーション等 

 

    ４）ソーシャル／ライフ分野 

      〔福祉、教育・エデュテーメント、教養・自己啓発、環境、家庭、健康等〕 

           例：障害者支援、語学学習、ホームページ作成、デジタルイメージ処理、マルチメ            

ディア処理、環境問題シミュレーション、インターネット活用支援、家計管理、料理支援、

健康管理、園芸支援、在宅介護支援等 
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Ⅰ－２．募集対象商品  ：国内開発、海外開発を問わず、申請時点で国内販売されているソフトウェア・

プロダククト（コンピュータ本体と独立して販売されるソフトウェア製品、コンテン

ツを含むものも可）とします。 

 

Ⅰ－３．申 請者資格  ：ソフトウェア・プロダクトを独自に開発し、または販売を行っている法人又は個

人。 

 

Ⅰ－４．申請受付期間  ：平成１６年６月２５日（金）まで 

 

Ⅰ－５．必 要 な 書 類  ：ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー２００４申請書 

（＊カタログ等がございましたらお送り下さい。） 

 

Ⅰ－６．提 出 方 法  ：郵送又は持参 

 

 

 

Ⅰ－７．提 出 先  ：〒105-0001  東京都港区虎ノ門５－１－４  東都ビル 

                                  （財）ソフトウェア情報センター 

                                     「イヤー２００４」係 

                                     T e l  ：（０３）３４３７－３０７１ 

                                     F a x  ：（０３）３４３７－３３９８ 

                                     e-mail ：shima@softic.or.jp 

 

Ⅰ－８．申 請 料    ：無料 

 

 

Ⅱ〔選定概要〕 

 

Ⅱ－１．選 定：申請のあったソフトウェア・プロダクトについて、申請書により書類審査を行い、書

類審査で選定されたものについて説明及びデモンストレーションをお願いし、この

審査結果に基づいて最終選定をします。 

                    選定は、学識経験者、業界団体、ユーザ団体を含む審査委員会（委員長：鵜澤 

昌和・青山学院大学名誉教授）で行います。 

 

Ⅱ－２．選 定 基 準：①コンピュータ利用の高度化・拡大化に資するもの。 

②社会・公共活動に貢献するもの。 

③新技術を採用し、新たなコンピュータ利用分野を開拓するもの。 

④他のプロダクトに好ましい影響を与えるもの。 

⑤今後の健全な情報化社会の進展に影響を与えるもの。 

⑥今後の発展・拡張が見込まれるもの。 

 

Ⅱ－３．日 程：１．選定期間…………………… 平成１６年６月下旬～８月下旬 

２．選定結果の公表・表彰式……平成１６年９月中旬 

 

Ⅱ－４．選定、審査に： 選定にあたって、詳細資料の提出及び機器持ち込みによる説明及び 

      必要な資料請  デモンストレーションをお願いする場合がございますので、ご了承の上 

      求等          申請して下さい。 

審査過程で知り得た事項については、申請者の承諾がない限り一切 

                    公表いたしません。 
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Ⅱ－５．表彰・公表等： 選定されたソフトウェア・プロダクトに対し、表彰式において「ソフトウェア・プロダク

ト・ オブ・ザ・イヤー表彰状」と「記念品」を授与いたします。 

表彰対象となったプロダクトを申請した企業・個人には表彰式での表彰プロダクト

のデモンストレーションをお願いいたします。 

表彰プロダクトについては新聞、ホームページ等で発表いたします。 

表彰プロダクトの発表をもって、全応募者への通知に替えさせていただきます。 

受賞された商品のパッケージ、カタログ等に『受賞マーク』を使用することができま

す。 

 

 

Ⅱ－６．表彰の取り消し： 表彰対象となったプロダクトが、他の権利等の侵害又は申請内容等に誤りがあ

った場合には、後日、表彰を取り消すことがあります。 
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ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー表彰実績 
２００３年  【第１５回表彰】 
  ＜システム分野＞ 
  〔ＡＤ－ＰＯＷＥＲｓシリーズ〕            大日本印刷（株）
  ＜ビジネス・アプリケーション分野＞ 
  〔サイボウズ ガルーン〕           サイボウズ（株） 
  ＜エンジニアリング部門＞    
  〔高速・高安定型連立一次方程式計算ソルバ 

SuperMatrixSolver〕          （株）ヴァイナス 
  ＜ソーシャル／ライフ部門＞ 

〔Ｕ携帯型会話補助装置 トークアシスト 
明電ソフトウェア（株）

２００２年  【第１４回表彰】 
  ＜システム分野＞ 
  〔ＤａｔａＳｐｉｄｅｒシリーズ〕       （株）アプレッソ 
  ＜ビジネス・アプリケーション分野＞ 
  〔多次元高速集計レポーティングツール Ｄｒ．Ｓｕｍ〕

翼システム（株） 
  ＜エンジニアリング部門＞    
  〔Ｃａｅｌｕｍ ＸＸｅｎ〕         （株）トヨタケーラム 
  ＜ソーシャル／ライフ部門＞ 

〔ＵＣ－ｗｉｎ／Ｒｏａｄ〕         (株) フォーラムエイト
〔ＦｉｎｅＳｐｅｅｃｈ〕             (株) アニモ 
〔ＬｉｖｅＣｒｅａｔｏｒ Ｖｅｒ．３〕      (株) レイル 

２００１年  【第１３回表彰】 
  ＜システム分野＞ 
  〔ＰＣＧＡＴＥ Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｖｅｒ．１．０〕          日本電気（株）
  ＜ビジネス・アプリケーション分野＞ 
 〔Kacis Publisher／Kacis〕 

（株）カシス､（株）メディアヴィジョン
 〔３ＤオフィスデザイナーＰＲＯ〕       メガソフト（株）
  ＜エンジニアリング部門＞    
  〔ＦＪＶＰＳ（バーチャルプロダクトシミュレータ）           
                                富士通（株）
  ＜ソーシャル／ライフ部門＞ 

〔一太郎スマイルシリーズ〕     ジャストシステム(株) 
〔江戸東京重ね地図〕 (株) エーピーピーカンパニー

２０００年  【第１２回表彰】 
  ＜システム分野＞ 
  〔IntelligentSearch〕                     富士通（株）
 
  ＜ビジネス・アプリケーション分野＞ 

〔サイボウズ Office〕              サイボウズ（株） 
  ＜エンジニアリング部門＞    
  〔生産ライン構築ソフトウェア「ＡＳＴＭＡＣ」〕            

                             横河電機（株） 
  ＜ソーシャル／ライフ部門＞ 

〔歌で覚えるはじめての手話シリーズ〕 
東京システムハウス(株)

〔Panorama Boutique〕              三洋電機(株) 

   １９９９年  【第１１回表彰】 
  ＜システム分野＞ 
  〔Ｎｅｔｗｏｒｋ ＣｒｙｐｔｏＧａｔｅ〕                 （株）東芝 
 
  ＜ビジネス・アプリケーション分野＞ 
 〔ＳＣＭ(ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ管理)実行システム ＳＣＭＪ〕   
                              日立エンジニアリング（株）
  ＜エンジニアリング部門＞    
  〔ＡＳＰＲＯＶＡ〕                     アスプローバ（株） 
  ＜ソーシャル／ライフ部門＞ 

〔3DCG 統合ソフト「Ｓｈａｄｅ(ｼｪｰﾄﾞ)Ｒ３」ｼﾘｰｽﾞ〕 
                                  エクス・ツールス (株)

１９９８年  【第１０回表彰】 
  ＜システム分野＞ 
  〔情報検索システム「Justsystem ConceptBase Search20/1000」〕 
                                        （株）ジャストシステム
  〔ＶｉａＶｏｉｃｅ ９８ 日本語版〕           日本アイ・ビー・エム（株）
  ＜ビジネス・アプリケーション分野＞ 
  〔ＤｏｃｕＷｏｒｋｓ  Ｖｅｒ．３．０〕               富士ゼロックス（株）

〔簡単マルチメディア・オーサリング・ツール「コンダク太４」〕 
                                     日本システムウェア（株）
  ＜エンジニアリング部門＞    
  〔ＣＡＤＣＥＵＳ〕                           日本ユニシス（株）
  ＜ソーシャル／ライフ部門＞ 
  〔両眼視機能検査ｿﾌﾄｳｪｱ３ＤﾏﾙﾁﾋﾞｼﾞｮﾝﾃｽﾀｰＭＶＴ－２００〕  

 三洋電機（株）
  〔ＸＧｗｏｒｋｓ Ｖ２．０〕〕                            ヤマハ（株）

〔Ｎａｔｉｖｅ  Ｗｏｒｌｄ〕                  (株)沖北陸システム開発 
１９９７年  【第９回表彰】 
  ＜システム分野＞ 

〔ＱＵＯＶＩＳ－ＡＵＴＨＯＲ〕 ソフマップ フューチャーデザイン（株）
  ＜ビジネス・アプリケーション分野＞ 
  〔「超」ファイリングシステム〕                   （株）サピエンス 
  ＜エンジニアリング部門＞    
  〔ＦＥＭｓｔ a ｒ ３Ｄ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ〕         東電ソフトウェア（株）
  ＜ソーシャル／ライフ部門＞ 
  〔９５Ｒｅａｄｅｒ〕                    日本障害者雇用促進協会 
                        （株）システムｿﾘｭｰｼｮﾝセンターとちぎ 
                                           （株）リコー 
  〔自動書籍朗読システム「よみとも」〕 タウ技研（株） 
                             リコーシステム開発（株）（鹿児島）
  〔キワラのタイピングアドベンチャー〕  日本データパシフィック(株) 
                                  ＴＹＰＥＱＵＩＣＫＬＴＤ 
（オーストラリア） 

１９９６年  【第８回表彰】 
  ＜システム分野＞ 
  〔ＬａｎＳｃｏｐｅＦＯＲ〕                     エムオーテックス（株）
  ＜ビジネス・アプリケーション分野＞ 
  〔ＤａｔａＮａｔｕｒｅ〕                       （株）エヌジェーケー 
  ＜エンジニアリング部門＞    
  〔ＣｙｂｅｒＷａｌｋｅｒ〕                     （株）東洋情報システム 
  ＜ソーシャル／ライフ部門＞ 

〔Ｍｅｄｉａｃｈｅｆ／ＣＵＴ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ〕         （株）日立製作所
  〔想い出オルゴール Windows 版 Ver2.0〕     ダットジャパン（株）
  〔手話学習用のマルチメディアＣＡＩ「手話マスター」〕（株）ライテック

１９９５年  【第７回表彰】 
  ＜システム分野＞ 
  〔Ｊｏｉｎｕｓ－ＰＣシリーズ〕                    （株）オーエスケイ 
  〔 Ｉｎｆｏｗｏｒｋｓ〕                        （株）野村総合研究所 
  ＜ビジネス・アプリケーション分野＞ 
   〔 ＮｅｔＳｕｒｆｅｒ／ｅｊ〕                        （株）ノ  ヴ  ァ 
  ＜エンジニアリング部門＞    
  〔ＩＣＡＤ／ＭＸ〕                             富 士 通（株） 
  ＜ソーシャル／ライフ部門＞ 
  〔ビジュアル・アレンジャー〕                    ヤ マ ハ（株） 
  〔スコアリーダー〕 

１９９４年  【第６回表彰】 
  ＜行政・福祉部門＞ 
  〔自治体向け福祉総合ｼｽﾃﾑ『ＳＷＡＮ』〕    （株）システムウェーブ

〔建築確認申請書作成プログラム〕  （財）建築行政情報化センター
                            建築確認支援システム運用協議会
 ＜一  般  部  門＞ 
  〔ＥａｓｙＦａｘ〕                            エー・アイ・ソフト（株）
  〔ＴＩＰＰＬＥＲ〕                             日本ユニシス（株）

                                      （株）野村総合研究
所 
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ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー表彰実績 
1 ９９３年  【第５回表彰】 

＜マルチメディア対応部門＞ 
〔ＭＥＤＩＡ  Ⅳ〕          （株）富士通ソーシャルｻｲｴﾝｽﾗﾎﾞﾗﾄﾘ 
〔ＧＡＩＮＭＯＭＥＮＴＵＭ〕             伊藤忠ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ（株） 
＜パーソナル利用部門＞ 
〔クックメイトV2.0〕                           （株）夢  工  房
＜福祉部門＞ 
〔発声発語訓練システム〕                 松下通信工業（株） 
＜教育部門＞ 
〔ロゴライター・小学校キット〕                 ロゴジャパン（株）

〔水  彩〕                             ＮＴＴデータ通信（株） 

１９９２年  【第４回表彰】 
  ＜福祉部門＞ 
  〔ＡＯＫ点字日本語ワープロ〕             (株)高知システム開発
  〔ＶＤＭ１００〕                                斎 藤  正 夫
  ＜知識情報処理部門＞ 
  〔ＡＳＴＲＡＮＳＡＣ〕                             (株）東  芝 
  ＜セキュリティ部門＞ 
  〔ＳａｆｅＷｏｒｄ〕                                   (株）メトロ 
  ＜意志決定支援部門＞ 
  〔ＳＹＳＴＥＭ  Ｗ〕                  (株)ソフトウエア・エージー

 

１９９１年  【第３回表彰】 
  ＜一般部門＞ 
  〔Ｍ  Ｒ  Ｄ  Ｂ    Ｖ４〕       ＴＤＣｿﾌﾄｳｪｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株） 
  〔Microsoft Windows Version3.0〕            マイクロソフト（株） 
  ＜財務・会計部門＞ 
  〔三代目大番頭〕                  (株)ｼｽﾃﾑﾊｳｽ ﾐﾙｷｰｳｪｲ 
  〔ＰＣＡ会計Ⅱ  Ｖ２．０〕                  ピーシーエー（株） 
  〔ＴＯＰ財務会計エキスパート２〕    (株)ｵｰﾋﾞｯｸﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 
 ＜社会・産業教育部門＞ 
  〔ＮｉｈｏｎｇｏＷａｒｅ  １〕             (株)ｱﾘｱﾄﾞﾈ･ﾗﾝｹﾞ-ｼﾞ･ﾘﾝｸ 

１９９０年  【第２回表彰】 

  ＜一般部門＞ 

  〔Ｂ ride／Ｈ appiness〕                 (株)平和情報センター 

  〔毛  筆  わ  ー  ぷ  ろ〕             富士ソフトウェア（株） 

 

  ＜ＣＡＤ部門＞ 

  〔ＣＡＤＳＵＰＥＲ  ＳＸⅢ〕                    アンドール（株） 

 

１９８９年  【第１回表彰】 

 〔ＥＡＳＹＴＲＩＥＶＥ  ＰＬＵＳ                 （株）パンソフィック 

 

 〔ロータス１－２－３〕                            ロータス（株） 

 

 〔一    太    郎〕                      （株）ジャストシステム 

  

 
 


